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みなさんは吹奏楽部員として、自分のクラリネットが一体どの程度のレヴェルにあ

るのか知りたくありませんか？  

日本で初めて藤井一男によるクラリネット実技検定がスタートしました。 

藤井は４０年以上に渡るコンサート活動の他、全国各地で講習会を開催し、その指

導法には定評があります。実際に藤井との出会いがきっかけで音楽大学に進学し、

プロの道に進んだ人たちが全国には数多くいます。 

みなさんも是非そんな藤井一男に現在の自分の実力を判断してもらってみては如

何でしょうか？ 

 

《判定について》 

判定は「7 級」から「1 級」までに分かれますが、各グレードの課題をよくみて、いず

れかにチャレンジして下さい。 

 

《申し込みについて》 

1．まずチャレンジするグレードを各課題を参考に選んで下さい。 

2．課題をスマホで録音します。 

3．右上のQRコードより藤井の Lineに小〃中〃高〃大学〃一般の別と氏名を書いて

音源を送って下さい。 

 

4.Ｌｉｎｅに折り返し検定料振込に関するメールが届きますので、指定口座に 

振込をお願いします。 

 

《検定料》 

１１００円（税込） 

 

《判定結果について》 

みなさんの演奏は全て藤井一男により判定され、合否の判定と共にコメントをお

送りしますので、今後の勉強に役立てて下さい。 

 

 

《 ク ラ リ ネ ッ ト 検 定 に つ い て 》 
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課題曲集 

 

＊「７級」 

【目標】 

クラリネットを吹く上でのスタートに立てているかどうかをチェックします。 

＊ 次の楽譜をメトロノームを鳴らしながら演奏して下さい。 

 

（課題１） 

 

 

（課題２） 

 

【評価のポイント】 

テンポ通り演奏出来ているか、そして（ラ）のキーをしっかり鳴らしているか

チェックします。 

 

【合格すると】 

クラリネットの初歩の初歩としては合格です。さあ、本格的に始めましょう！ 
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＊「６級」 

 

【目標】 

クラリネットの上管と下管での扱い方に慣れて欲しいです。 

＊ メトロノームを鳴らしながらスムーズに演奏できるように練習して下さい。 

 

（課題１） 

 

 

（課題２） 

 

【評価のポイント】 

レジスターキーが正しく使えて、上管と下管の間を滑らかに演奏できるかどうか、

そして少しだけレガート奏法ができるかどうかチェックします。 

 

【合格すると】 

クラリネットの基礎編は合格です。次は難易度のある課題にチャレンジして下さ

い。 
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＊「5級」 

 

【目標】 

ゆっくりと音階が吹けるかどうかチェックします。 

＊ 次の楽譜を全て４分音符 100でメトロノームを鳴らしながら演奏して下さい。 

 

（課題１） 

 

（課題２） 

 

 

（課題３） 

 

 

【評価のポイント】 

リズムが正しく演奏できているか。 

雑音が無く、大きい音で演奏できているか。 

その他、音色を聴きます。 

 

【合格すると】 

初心者でも、指〃リズム〃音色がかなりしっかりしているということになります。 
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＊「4級」 

 

【目標】 

美しいメロディーが吹けたり、半音階が吹けるかどうかチェックします。 

＊ 課題１は４分音符 80で演奏して下さい。（メトロノーム無しで） 

＊ 課題２は４分音符 120でメトロノームを鳴らしながら演奏して下さい。 

 

（課題１） 

 

 

（課題２） 

 

 

 

（課題３） 
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【評価のポイント】 

音に表情があり、レガートで演奏できているか。 

指が確実にしっかり動いているか。 

 

【合格すると】 

基本的に指や息がとてもしっかりしているということになります。  

 

＊「３級」 

 

【目標】 

指が速く動くかどうかチェックします。 

＊ 課題１、課題２共に指定のテンポでメトロノームを鳴らしながら演奏して下さ

い。 

＊ 課題３は自由に表現して下さい。 

（課題１） 

 

 

 

（課題２） 
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（課題３） 
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【評価のポイント】 

レガートで音符が均等に速く演奏できているか。 

音色のコントロールがうまく出来ているか。 

アルティシモ音域までしっかり音が出せるか。 

 

【合格すると】 

指がとても速く動き、これからいろいろな曲にチャレンジできる楽しみな奏者だと

いうことになります。 

 

＊「2級」 

 

【目標】 

アーティキュレーションの確実さや表現力をチェックします。 
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（課題） 
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【評価のポイント】 

アーティキュレーションがクリアに表現できているか。 

タンギングの発音や音色がしっかりしているか。 

 

【合格すると】 

クラリネット奏者として基本的に必要なほとんどの技術を持った奏者だということ

になります。一般的なコンクールでは期待できるレヴェルです。 

 

＊「1級」 

 

【目標】 

クラリネット奏者としての可能性を総合的にチェックします。 

 



 12 

（課題１） 
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（課題２） 
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（課題３） 

＊テンポやアーティキュレーションも自由に変えてよい。 
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【評価のポイント】 

音楽的に演奏するための構成力をどの程度持っているか。 

 

【合格すると】 

クラリネットで音楽を表現できる心や技術があり、各種コンクール等にもしっかり

とチャレンジできるレヴェルだということになります。 

 

 


